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基本的仕様
1）測定原理　走査型白色干渉法
2）垂直分解能　0.1 nm
3）観察視野　表1参照

観察視野は、ステッチング機能により150
mm×150 mmまでの測定が可能です。

三次元表面形状測定機の用途
接触式の測定機では測定困難な傷つきやすいモ
ノ、変形しやすいモノや微細形状のモノの測定が
可能になります。
また、点や線でのポイント評価ではなく、面と
しての評価が可能であり、粗さ、うねり、段差を
はじめレンズ等の曲率などを評価することも可能
です。

測定例
三次元表面形状測定機を用いたレンズ及び表面
粗さの測定例についてご紹介します。図2は、レ
ンズの曲率を測定したものです。図3は、表面粗
さ測定例です。

ナノ加工品、半導体、光学機器、電子機器など
の表面形状解析にご利用でき、取得画像の三次元
座標も表示が可能です。依頼試験にて対応してお
りますので、お気軽にご相談下さい。
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近年、ナノテク関連技術の発展あるいは光
学機器、半導体など新しい技術分野の開拓に
おいて、機器の小型化、部品の精密化、高精
度化が進んでいます。そこで、精密加工品、
レンズやフィルム等の表面形状を非接触でナ
ノレベルの測定が可能な測定機を導入致しま
したのでご紹介します。

三次元表面形状測定機

設備紹介

三次元表面形状測定機

本装置は財団法人JKAの平成19年度KEIRINによる
補助事業により導入しました。

表1 観察視野とサンプリング間隔
（640×480カメラ時）

図1 三次元表面形状測定機

図2 レンズ測定例
頂点を通る断面形状及びその曲率をいろいろな方向か
ら解析できます

図3 表面粗さ測定例
取得した画像の中で、解析したい部分の表面粗さ解析
ができます




